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北村靖道先生は，2017（平成29）年3月31日を
もって亜細亜大学経営学部ホスピタリティ・マネ
ジメント学科を定年退職されます。ここに謹んで
北村靖道先生へ贈る言葉を述べさせて戴きます。
北村先生との出会いは，ある意味，劇的と申し
ますか，巡り合わせと申しましょうか。思い返せ
ば2008（平成20）年の初頭，石塚隆男先生と当時
経営学部長を拝命していた小生は，緊張して（正
直に申せば悲痛な面持ちで），何日も何日もパソ
コンに向かっておりました。と申しますのも2007
（平成19）年秋に，経営学部の新学科ホスピタリ
ィ・マネジメント学科設置のための新任人事が教
授会で否決されたため，新学科設置はほとんど絶
望的という状況下，2008（平成20）年3月までに
新任人事がうまくいけば，再度，新学科設置に向
けて，具体的には，2009（平成21）年度入学の入
試に向けての活動ができるという追い詰められた
場面に我々は直面していたからです。
通常は公募となるところ，上記のような逼迫し
た事情から教授会に先に認めて戴き，その承認を
持ってお頼みする先生のところにお願いに行くと
いう方式が取られました。こうなれば石塚先生の
ご自身がお持ちの超人的な能力におすがりするし
か方法はありません。石塚先生は不眠不休にて情
報検索してくださいました。パッセンジャー分野
担当の教授にふさわしい先生を探す作業です。文
部科学省への新学科の許認可申請において十分そ
の資格のある教授でなければ，もし，一人でも不
適当という判断が下されたならば，その時点で新
学科ホスピタリティ・マネジメント学科は却下さ
れることになるからです。
日本にあるすべての観光学部学科の先生を調べ
ているうちに，我々はある大学の教授である北村
靖道先生に遭遇致しました。石塚先生に北村先生
に関する膨大な資料を集め整理して戴く一方，当
時の総合企画部長の大堀様と学務課長（現・学術
情報部長）の市川様に相談させて戴きました。教
授会においては，北村先生が了解して下さるなら
ば，人事は認めるというところまで辿り着いてお
りましたが，他大学の先生ですから三顧の礼をも
って，さらには当該大学との関係もあるので，事
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務の方々のお力もお借りしなければ，ことは成就
しない状況にありました。大堀様も市川様も献身
的に協力してくださいました。北村先生には，当
時お勤めの大学には内緒にて，わざわざ亜細亜大
学までお越し戴きました。
この場に至った経緯を詳細にお話し，1年後の
2009（平成21）年4月から，新学科であるホスピ
タリティ・マネジメント学科のパッセンジャー分
野担当の専任教授として来て戴きたい旨のお願い
に入ったところ，大変なご理解を戴き，2009（平
成21）年4月から，北村先生を我らがホスピタリ
ティ･マネジメント学科の専任教授としてお迎え
することとなりました。心より感謝致しておりま
す。
新学科のホスピタリティ・マネジメント学科に
専任教授として来られてから，早速北村先生には
学生委員をお願いさせて戴きました。と申します
のも，前任校にて全学の学生担当をしていらっし
ゃったことを存じ上げていたからです。JAL に
てキャビンアテンダントを歴任され，また，その
ご経験から，チーフとして JAL のアテンダント
のご指導もなさっていたことから，学生諸君の生
活指導もまさに万全という先生でいらっしゃいま
した。
小生も新学科のホスピタリティ・マネジメント
学科がスタートすると同時に，同学科へと所属が
変更になり，初対面以来，先生とご一緒する機会
に恵まれました。北村先生からは個人的にも多く
のことを学ばせて戴きました。小生自身も，また，
北村先生が理事をされていた「日本国際観光学
会」に入会させて戴き，観光学について学ばせて
戴きました。感謝致しております。
現在，北村先生はこれまでのご経験を生かして，
全学のキャリア支援の中枢でありますキャリアセ
ンターの委員長という重職を担っていらっしゃい
ます。ご退職のその日まで，激務のなかにてのお
仕事となり，誠に申し訳なく存じておりますが，
それだけ北村先生に寄せられる期待が大きいとい
う証拠でもあります。実は前任校から亜細亜大学
にお移り戴くときに，前任校に割愛願いをお出し
してもなかなか受理して戴くことができませんで
したが，本学においで戴き，その意味が大変よく
分かりました。
北村先生とは，航空業界について，小生の専門
である管理会計の観点から色々質問させて戴いて
おりました。小生が担当致しておりました「ホス
ピタリティ管理会計論」におきましても，航空業
界のマネジメントはメインテーマの一つです。本
には書いてない様々な疑問についても，いつも丁
寧に説明してくださいました。本当に有難うござ
います。
2016（平成28）年10月15日，本学にて日本国際
観光学会の第20回全国大会が開催されることにな
りました。北村先生と安田彰先生が実行委員をな
さり，「祝祭のツーリズム」というテーマでの学
会開催でした。名誉なことに，何もわからない小
生を実行委員長にして下さいました。本当に名ば
かりにて誠に申し訳ございませんでした。当初は，
どうしてよいかまごつきましたが，先生方がしっ
かりと準備され，小生はその準備に乗せて戴くこ
とで，無事終えることができました。その学会に
て安田彰先生との対談「祝祭のツーリズムと旅行
業のこれから」がありました。小生からは，日頃
より疑問に思っていることを問いかけ，安田先生
から，その問に，専門の立場からお答え戴くとい
うものでした。小生の事前準備も遅れがちな状況
でした。安田先生からあらすじを戴き，それに小
生がデータなどを入れてパワーポイントを作成し，
また検討して戴くという作業の繰り返しでしたが，
北村先生には，その過程におきまして折に触れて
チェックして戴きました。そのお蔭様にて，本番
を無事に終えることができました。心から御礼申
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し上げます。感謝感謝です。
月日が経つのは本当に速いものです。沢山の楽
しい思い出を有難うございます。
北村先生！ いつも楽しくまた示唆に富んだお
話しを有難うございます。また，一杯飲みに行き
ましょう。楽しみに致しております。いつまでも
その笑顔でいてください。
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